
宮
司
　
田
　
村
　
泰
　
教

　
当
社
の
特
殊
神
事
三
吉
梵
天
祭
は
、
旧
暦
・
新

暦
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
戦
時
中
も
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
休
む
こ
と
な
く
、
毎
年
一
月
十
七
日
に

行
わ
れ
き
た
。
し
か
し
、
今
年
は
止
む
無
く
日
程

を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
裏
方
で
お
祭
り

を
支
え
て
頂
く
方
々
の
高
齢
化
と
人
員
不
足
が
要

因
だ
。
▽
各
地
か
ら
、
老
舗
・
名
門
と
言
わ
れ
る

お
店
や
会
社
等
の
廃
業
・
閉
鎖
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
が
聞
こ
え
て
く
る
。
人
手
不
足
、
経
費
の
高
騰
、

後
継
者
の
不
在
・
・
。
理
由
は
様
々
だ
が
、
ど
の

世
界
も
、
従
来
通
り
の
や
り
方
を
踏
襲
す
る
だ
け

で
は
、
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
を
迎
え
て

い
る
。
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
お
祭
り
や
神
社
も
例

外
で
は
な
い
。
▽
伝
統
の
裏
に
は
、
先
人
達
の
苦

労
や
奮
闘
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
時
々
の
荒
波
を

乗
り
越
え
、
脈
々
と
続
い
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ

る
。
多
く
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
幸
い
に
も

時
流
に
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
難
局
を
も
耐
え

て
き
た
古
い
形
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
益
々
大
切
に

な
っ
て
く
る
。
▽
し
か
し
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や

人
々
の
気
質
の
変
化
が
著
し
い
現
代
は
、
絶
や
さ

な
い
た
め
の
工
夫
や
存
続
し
て
い
く
た
め
の
変
化

も
必
要
と
さ
れ
る
。
▽
本
質
的
な
も
の
を
き
っ
ち

り
と
見
極
め
、
核
心
部
分
は
し
っ
か
り
と
守
り
つ

つ
、
生
き
残
り
を
か
け
て
、
英
知
と
行
動
力
を
結

集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い

る
。

例例
大大
祭祭
のの
ご
案
内

ご
案
内

春季春季
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言
挙
げ
�

旅
行

権
禰
宜
　
長
　
田
　
祖
　
治

　
旅
行

は
子
供

の
頃
か

ら
好
き

で
し
た
。

両
親
の

仕
事
の
関
係
も
あ
り
、
新
幹
線
や

飛
行
機
を
使
っ
た
連
泊
す
る
よ
う

な
旅
行
で
は
な
く
、
車
で
近
隣
の

地
域
を
巡
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。
上
京
し
、
一
人
暮
ら
し
を
始

め
て
か
ら
も
関
東
を
中
心
に
ふ

ら
っ
と
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、

結
婚
し
て
秋
田
に
移
り
住
ん
で
か

ら
も
東
北
の
気
に
な
る
地
域
を

巡
っ
て
い
ま
す
。

　
出
か
け
る
先
は
神
社
や
旧
跡
が

多
い
で
す
が
、
温
浴
施
設
め
ぐ
り

へ
出
か
け
た
り
も
し
ま
す
。
近
年

は
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
っ

て
か
温
浴
施
設
の
新
規
出
店
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
続
い
て
お
り
、
行

き
た
い
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
旅
先
で
の
入
浴
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
の
土
地
の
方
言
で
語
ら
れ
る
会

話
に
は
地
域
の
話
題
や
職
場
の
愚

痴
、
学
校
で
の
出
来
事
な
ど
知
ら

な
い
人
の
知
ら
な
い
会
話
が
溢
れ

て
い
て
、「
本
当
に
自
分
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
来
た
ん
だ
な
ぁ
」

と
思
い
な
が
ら
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
る
か
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を

ぼ
ー
っ
と
し
な
が
ら
聞
き
流
し
て

い
ま
す
。
風
呂
上
り
後
、
施
設
内

の
食
堂
で
ご
当
地
名
物
や
初
め
て

知
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
注
文
し
、

食
事
を
す
る
の
も
ま
た
楽
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
社
寺
や
名
所
・
旧
跡
な
ど
を
観

光
し
て
い
る
時
は
そ
こ
の
由
来
書

き
や
説
明
板
を
読
み
、
建
物
や
碑

を
み
た
り
施
設
内
を
ぐ
る
っ
と
ひ

と
ま
わ
り
散
策
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
社
寺
で
は
境
内
に
祀
ら
れ

て
い
る
神
仏
を
お
参
り
し
、「
何

故
こ
の
場

所
に
こ
ち

ら
の
神
仏

が
お
祀
り

さ
れ
た
の

だ
ろ
う
」

と
当
時
の

人
々
の
こ

と
を
考
え

た
り
し
ま
す
。
歴
史
上
の
偉
人
が

立
ち
寄
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
り
、

事
件
が
起
き
た
場
所
で
あ
っ
た
り

と
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
意
外
な
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
と
思

わ
ず
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
先
日
、
職
員
研
修
で
長
崎
・

熊
本
両
県
へ
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
長
崎
県
で
は
諸
外
国
と
の
交

流
を
感
じ
る
建
物
や
食
べ
物
な
ど

西
洋
・
ア
ジ
ア
・
日
本
が
混
ざ
り

合
っ
た
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
の
信

仰
に
対
す
る
人
々
の
思
い
や
葛
藤

な
ど
を
感
じ
る
施
設
や
展
示
な
ど

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
熊
本
県
で
は
近
代
的
な
都
市
と

熊
本
城
を
中
心
と
し
た
城
下
町
の

両
面
を
併
せ
持
つ
熊
本
市
内
、
風

光
明
媚
な
自
然
を
有
す
る
阿
蘇
な

ど
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震

の
影
響
で
施
設
の
一
部
が
倒
壊
し

た
熊
本
城
や
阿
蘇
神
社
で
は
被
災

し
た
形
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
箇
所

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
熊
本

城
で
は
現
在
も
復
旧
作
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
被
害
の
甚

大
さ
や
復
興
活
動
の
大
変
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
市
内
で
は
県
内
外
か
ら
も

篤
い
信
仰
を
集
め
る
藤
崎
八
旛
宮

を
正
式
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
岩

下
宮
司
様
に
神
社
の
ご
由
緒
や
熊

本
県
の
歴
史
、
風
土
や
文
化
な
ど

を
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
は
当
社
元
職
員

の
庄
村
様
（
旧
姓 

和
田 

様
）
と

合
流
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
秋
田
県
へ
移
り
三
年
経
ち
ま
す

が
、
秋
田
県
内
を
始
め
、
東
北
各

地
に
は
ま
だ
ま
だ
興
味
関
心
の
あ

る
と
こ
ろ
が
大
変
多
く
あ
り
、
こ

れ
か
ら
先
も
色
々
な
所
を
訪
れ
よ

う
と
思

い
ま
す
。

各
地
を

旅
行
す

る
の
が

い
ま
か

ら
楽
し

み
で
な

り
ま
せ

ん
。

職員研修　長崎の風景

実家帰省の際に訪れた金沢

令和７年４月17日 み　よ　し 186号 （2）



　
三
ヶ
日
一
〇
五
、〇
〇
〇
名
の 

ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。

初
　
詣

師
走
大
祓
（
大
晦
日
）

新
年
初
祈
祷

節
分
祭
（
二
月
二
日
）

厄
年
祓

煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

みよしスケッチ
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一
、
高
額
ご
芳
志

　
　
金
子
産
業
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
会
長

�

中
村
　
善
典
　
殿

奉
納
者
ご
芳
名

　
古
い
お
札
・
お
守
り
や
正
月
飾

り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま

し
た
。

自
衛
警
備
隊
打
合
せ
（
十
一
月
一
日
）

協
力
会
打
合
せ
（
十
一
月
十
六
日
）

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
六
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
二
十
二
日
）

秋
田
大
学
附
属
中
学
校

職
場
体
験
（
十
二
月
七
〜
八
日
）

みよしスケッチ

　
責
任
役
員

�

佐
々
木
　
達
雄
　
様

�（
令
和
七
年
二
月
九
日
帰
幽
　
享
年
九
十
三
歳
）

　
地
元
の
顔
役
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
当
社
並
び
に
石
動
神

社
責
任
役
員
と
し
て
献
身
的
に

ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

追
　
悼

人
　
事

就
任
　
禰
　
宜
　
本
庄
　
泰
孝

退
職
　
権
禰
宜
　
内
海
　
磨
弥

令和７年４月17日 み　よ　し 186号 （4）



㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 店

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 ス ポ ー ツ 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
下 北 手 梵 天 会
広 面 町 内 会
櫻 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
水 口 町 内 有 志
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線設備技術センター
広 面 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

株 式 会 社　 石 川 建 設
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社
社 会 福 祉 法 人 　 新 成 会
社会福祉法人こばと保育園
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
柳 田 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
あ さ ひ か わ こ ど も 園
蛇 野 若 竹 子 供 会
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
大 巻 子 供 会
レ ス リ ン グ 北 志 館 道 場

㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ
㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田統括センター
秋田市立広面小学校３年 1 組・2 組・3 組
秋 田 市 立 秋 田 東 小 学 校
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正
三 吉 節 保 存 会
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
空 手 忍 会 総 本 部
神 社 協 力 会
秋 田 信 用 金 庫
ね じ ま き 屋

（学）外旭川学園
　　外旭川わんわんこども園
こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ
㈲ 大 家

奉納団体ご芳名（順不同・敬称略）
真心こもるご奉納に重ねて御礼申し上げます。

令和 7年三吉梵天祭ご報告
　今年の梵天祭は、準備や片付けをお手伝い頂く方々の高齢化と人数不足により、やむを得ず日程
を変更して開催いたしました。
　お陰さまをもちまして、多くの皆さまのご助勢により、52団体様から55本の奉納を頂き、大きな
事故やケガもなく、無事終了することができました。
　ご奉納団体様とご拝観の皆さま、また運営のお力添えを賜わりました協力者各位に厚く御礼申し
上げます。
　三吉梵天祭の歴史と伝統を受け継ぎ、今後も永く続けられるように、力を尽くして参りたく存じ
ますので、引き続き特段のご厚情のほどお願い申し上げます。
　※令和８年の梵天祭は、通常通り１月17日（土）に行います。
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令
和
七
年
春
季
例
大
祭
を
左
記
の
通

り
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
水
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
木
）
午
前
十
一
時

�

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
）

（
注
意
事
項
）

・ 

斎
館
で
の
参
籠
も
可
能
で
す
。

◎
ご
参
列
の 

方
は
、
四
月

三
十
日
ま
で

に
ご
連
絡
下

さ
い
。

三吉梵天祭三吉梵天祭 祭りの華「けんか梵天」祭りの華「けんか梵天」
今年も勇壮な先陣争いが繰り広げられました今年も勇壮な先陣争いが繰り広げられました

例例
大大
祭祭
のの
ご
案
内

ご
案
内

春季春季

令和７年４月17日 み　よ　し 186号 （8）


